
代表研究者：
所 属：

分析評価

－近赤外分光法の科学的な裏付けを目指して－

成果の特徴
• 酵母抽出液の振動解糖反応を利用し，位相の違いから代謝に関連する代謝物
群の近赤外スペクトルの類型分けを行いました．

• これにより，近赤外分光法の検量モデルの科学的な解釈が深まり，技術の
信頼性向上に繋がります．

成果の内容

成果の活用
今後代謝に関連する代謝物群の解析を進めることで，近赤外分光法における

検量モデルの解釈を科学的に裏付けることに繋がります．
その結果，より信頼性が求められる場面での近赤外分光法の利用を後押しします．

近赤外分光法を用いた糖代謝測定
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時間（分）

R² ：0.702
RMSE：0.004

第1図 NADHの測定値（紫外光）と近赤外スペクトルから
得られた予測結果（上図）．

NADHの振動を基準に，位相関係から代謝物群単位での近赤外スペクトルの
類型分けを行いました．

実験方法

第2図 NADHと同位相もしくは
逆位相を示す代謝物

酵母抽出液
糖を加える

（解糖系の誘発）
近赤外域と紫外域を交互に

リアルタイムで測定

スペクトル解析
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